			2024第1,2,3 RUTC答えの永遠(43)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2024年10月26日　週間祈りカード

	△産業宣教
人生ターニングポイントの中にいる産業人(使16:6-10)
	△RTとTCK伝道学
未来ターニングポイントのレムナント(ルカ23:28)
	△核心/RT-DAY
11月学院福音化

	□序論
1.間違ったこと
1)ムスリム-キリストなしで神様の前に。一生戦争
2)ユダヤ人-律法で神様の前に。一生わざわい
3)宗教-私を基準として神様の前に。悪霊に取りつかれる(マタ12:43-45)
4)カトリック-行い救いで神様に会うというので一生問題を起こす。絶望に落とす。
2.キリストを通してすべての重職者は一度は体験すべき
1)神様の前でやぐらを建てること(7やぐら)。40日間説明
2)今でも三つのことを成し遂げておられる三位一体の神様。その旅程に行きなさい。
3)教会は所々に絶対やぐら、すなわち道しるべを建てなさい。カルバリの丘の道しるべ～ローマの道しるべまで。これを体験すべき
3.結果
1)Ⅱコリ5:17皆さんの霊的DNAと運命がひっくり返る。
2)ガラ2:20私の中にキリストが生きておられる。
3)ピリ3:1-21皆さんの背景は神の国、御座だ。万物を服従させる程のキリストの御名
□本論_ただ、唯一性、再創造
本当に献身しなければならないことがただ、来た証拠が唯一性、だれも止められないことが再創造。
(絶対やぐら)このときから、復興が起こり始める。何か所だけ道しるべ、絶対やぐらを建てるならば働き
1.使16:6-40神様が最も重要にご覧になるターニングポイントの中にいるようになる
16:15リディア　16:16-18医師が治せない病気の癒やし
16:19-40刑務所に驚くべき働き。神様の霊がともにおられキリストがおられるから
2.使17:1-6テサロニケに重職者ヤソン
3.使18:1-4神様がターニングポイントを成し遂げる所に用いられる産業人
4.使19:1-21再びマルコの屋上の部屋の体験。神の国を大胆に説明。会堂、講堂、不治の病を癒やし。ローマも見なければならない。
□結論
1.公生涯3年に変えることと、間違ったことだけ語られる。助け主聖霊がともにおられること約束(ヨハ14:16)
2.40日-神の国、御座の力を語られる
3.10日間過越祭の答えを持っている人に五旬節の力で働き
4.使2:42礼拝ですべてのことがみなできるなら正常な信仰生活
5.使2:46-47毎日みことば成就
6.ひとつとなって祈る祈りの力が出てくることが定刻祈り(使3:1-12)
7.祈り24となる。25御座の背景。献金、献身、すべてが永遠のこと。
	□序論
1.100%専門性
レムナントは祈ればタラントが見える。タラントが見えると、外に出て行く前に100%専門性を作らなければならない。私たちは100%が不可能だが、キリストが与えられた7やぐらは完全なのだ。パウロは100%聖霊の導きを受けた。
2.100%現場性を準備しなければならない。これは7旅程で可能だ。現場では完全に聖霊の働きで現れる。
3.システム100%を準備しなければならない。これは7道しるべで可能だ。システムは完全に聖霊の実として現れる。
△レムナントは中高ではタラントを見つけて、大学では無条件にこれ(100%専門性、100%現場性、システム100%)を作りなさい。
△序論はオリーブ山の契約。オリーブ山の契約はカルバリの丘から来たこと、この契約を持ってマルコの屋上の部屋へ行った。

	□本論_流浪の民時代
1.使17:1会堂で
1)私たちが-私たちひとりが重要だ。だれがするのかが重要だ。
2)会堂に行って3)キリストについて説明をしたのだ。最高の教会に変わった。ここがテサロニケだ
2.使18:4会堂へ
1)出会い-パウロとプリスキラ夫婦の出会いだ。最高の答えだ。
2)会堂に行く。
3)金土日時代-安息日ごとに、これがレムナントが外に出て行く前に作られるべきだ。
3.使19:8
1)3か月の間に　2)会堂、講堂で
3)国-神の国について大胆に説明した。パウロはその現場にいなかったが、悟った。
□結論_荒廃
ほとんどみなレムナントが祈ることができない荒廃した状態だ。レムナントは祈りが成り立つならば勝利する。
	□序論
24、25、永遠 – 7･7･7
レムナントはどこにいても、どんな状況にあっても大丈夫だ(24)。大きな危機は機会だ。すると答えが来る。神の国、御座の奥義(25)。すると作品が出て来る(永遠)。
レムナントの時は24になることが一番大きな答えだ。サミットタイム　サミット姿勢　サミット器を備えれば24という答えが来る(詩23:1、エペ6:18)。呼吸を続けなさい。レムナントのときに刻印されたことが大人になって答えが来る。
□本論
3課　御座の力に集中(毎日)
1.朝の時間-深い呼吸+7･7･7祈り
1)脳を生かす時間　2)霊を生かす時間　3)からだを生かす時間
2.昼の時間-人、働き(職業)、現場を生かす祈り
3.夜の時間
1)答えを見つける祈り　2)癒やされる祈り
3)深い祈り-深い呼吸とともに力を受ける祈り
1課　先に備えること　祈りの中で神様が与えられる
1.ただ(使1:1キリストがただ)
2.唯一性(使1:3待てば他の人が見て分かる)
3.再創造(使1:8無競争、戦う必要x)が出てくる。
2課　タラント発見-金土日時代にすること
ヨセフは奴隷として行って清掃することをタラントにした。そこで働きが起こった。今日、私に与えられたことをタラントだと考えれば良い。神様が皆さんを導かれるようになる。
1.必読書を決めてフォーラム-みことばで答えを出す
2.偉人勉強-キリストという単語確認　　
3.三つの祭り-文化をはやく把握
4.礼拝-祈り　主日に一番たくさん祈りなさい。完全に答えを受けなさい。礼拝のときに受けた契約が一週間祈りの中に入るように神様が恵みを与えられるメッセージを刻印させるのだ。
5.タラント-ただ　　6.専門性-唯一性　　7.現場性(世界化) -再創造
4課3答えを持って問題、葛藤、危機の中に行くこと
1.問題-答えを見つけて　2.葛藤-更新して　
3.危機-機会にすれば指導者となる。
△レムナントが聞くことは続けていれば答えが来る。いまレムナントは神のことを刻印すべきだ。させなければ違うことが入る。教会学校、胎乳児、幼児・幼稚がなぜ重要なのか分かるか。無条件に刻印される。皆さんがこの機会を逃してはならない。何を子どもたちに植えるのか。私たちのレムナントが霊的な力を先に受けなければならない。霊的サミットに先にならなければならない。

	
	△散らされた弟子たち
時代のターニングポイントの中にいる弟子たち(使16:6-10)
	

	
	1.使13:1-4(聖霊の導き)地球ができて初めて、イスラエルの国ができて初めて宣教師として派遣されていくのだ。皆さんは皆さんの働きではないので、完ぺきに聖霊の導きを受けなければならない。
2.使16:15 「マケドニアに」ターニングポイントを見て行ったが「私の家に来てお泊りください」リディアだ。これが「私たちの家に来て、教会をしてください」という話だ。これが途方もないピリピ教会として働きが起こった。時代のターニングポイント、

	3.使17:6ヤソン、このような弟子がいる。この中にいなければならない。
4.使18:1-4プリスキラ夫婦。一度しかない人生に、牧師とともに、宣教師とともに…。とても重要だ。
5.ローマ　最後に何か。ローマだ。これが時代のターニングポイント中にいることだ。
	

			2024第1,2,3 RUTC答えの永遠(43)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2024年10月27日　週間祈りカード

	△区域メッセージ第43週
7つの旅程と永遠の答え(ロマ16:25-27)
	△聖日１部
救われた世界福音化する人々(エペ4:25-32)
	△聖日２部/ 神殿建築献身礼拝
神殿は霊的戦争の本部(エペ6:10-20)

	△イエス様が最後の講壇、オリーブ山で40日を説明した。旅程を行くことができるように、強固なやぐらを建てなさい。旅程を行くあちこちに重要な集いが起こるのが道しるべだ。やぐらが刻印されれば、旅程を行って根をおろして、体質になったのだ。イエス様が言われた7やぐらは、私たちが完全に聖霊の導きを受ける100%を話したこと、旅程を行く時は聖霊の働き100%に行き、聖霊の実を結ぶ100%が道しるべだ。その中で今日は7旅程だ。年をとった人もできる道があるが、それが集中だ。それゆえ、40日集中したのだ。
□本論
1.三位一体-三位一体の神様は、目に見えないが、今も３つの働きをなさっている。
1)みことば成就-2千年前に40日間、イエス様が語られたみことばが今まで成就している。
2)祈りの答え-今も祈りの答えが起こっている。正確な時間に来るのだ。
3)救いの働き-伝道しようと決意しても、ある面では心に思わなくても、働きは起こる。
2.御座→ 10奥義-三位一体の神様は、私たちの旅程を行くのに御座から与えられる10の奥義がある。これが祈りだ。
3.御座→土台-御座から与えられる絶対に揺れない土台がある。
この人は必ず勝利して揺れない。
△7旅程に答えを出せという時は25だ。神の国のことが起こる。
4.御座→流れ-御座の流れ、9つ、過去・現在・未来、広さ・高さ・深さ、横・上・下だ。
5.御座→確信-御座から与えられる確信五つがある。イエスがキリストと信じることができれば救われた。二つ目の確信は、わたしの名で祈りなさい。Iコリ10:13に勝利の確信、耐えられる試練が与えられる。家系にあったすべてのわざわいは終わる罪の赦しの確信だ。
6.御座→一生-御座から一生の答えが与えられること、この答えを味わう時に生きて来たことは全部土台になって、残っているのはもう道になる。
7.御座→キャンプ-すべての人生は御座のキャンプだ。すべての人は一生歩いていく道で主人公だ。
□結論_金・土・日時代の主役になりなさい。
1.金-フォーラム-フォーラムが起こらなければならない。レムナントは読書フォーラムをしなさい。読書には背景があるのでフォーラムが必要だ。
2.土-証人(タラント) -証人に会って、証人にならなければならない。そして、タラントを確認すること
3.日-流れ-みことばの流れ、祈りの答えの流れ、伝道の流れ、この三つに乗ること
	□序論
1.私たちの判断と選択は100年の答えとつながる。
※私たちが福音を伝える者であることが確かならば、神様は私たちを世界福音化するように祝福されるだろう。
2.私を確定しなさい-私が世界福音化する人であることは確かなのか。
1)確かならば、神様が上から与えられる力をくださる。
2)この力でなければ、サタンの12の戦略の中に入るようになり、伝道運動できず、未信者と同じわざわいを受けるようになる。
3.私を確定してやぐら、旅程、道しるべで300%準備しなさい。
1)7やぐら祈りで専門性100% 　2)7旅程で現場性100% 　
3)7道しるべでシステム100%
□本論_理由
1.救われた者は伝道の祝福を受けるようになっている。このとき、光の経済が回復する。
1)救われた者の契約を味わっていれば、相手が内側を見せるとき、救いを伝えることが伝道
2)マタ4:19、使3:6
3)光の経済が与えられる。
(1)世界福音化する計画を発表したヨセフに
(2)イスラエルの次世代を生かすために王宮に送られたモーセに
(3)世界福音化する人であることを知って偵察人を隠した遊女ラハブに
(4)使2:43-45マルコの屋上の部屋で恵みを受けて出した全財産が光の経済に変わった。
2.救われた者が確定するとき宣教経済が臨む。
1)職業が伝道と宣教に用いられるほど祝福を受けるとき、暗闇文化に勝つ宣教経済が臨む。
2)聖書の答え　(1)契約を握った人が確定する瞬間、奴隷に行く必要はない
(2)サムエル、ダビデが出てくると戦争が終わってペリシテに勝利
(3)捕虜、属国、流浪の民に行った福音を持つレムナントが世界福音化
3)少なくともレムナントの職業が237を生かすくらいにはなるべき。三つの祈りをして300%準備しなさい。
3.救われた者はレムナント経済が回復する。
1)次世代を生かす祝福　2)キリストの次に重要な単語-レムナント(残りの者、散らされた者、旅人（寄留者）)
3)レムナント経済が回復　(1)エジプトから世界を生かす経済
(2)ペリシテ、アラム、アッシリアに勝つことができる祝福
(3)バビロン王が指導を受けた。
□結論
1.小さいことにだまされてはならない。
1)ここで出会いの祝福をみな作るべき　2)世界福音化する器だ。
3)悪魔に隙を与えてはならない。だまされてはならない。
2.300%決断を下しなさい。
1)神様が与えられる力を先に- 7やぐら
2)どんなことも勝つことができる- 7旅程
3)事業、学業で世界福音化- 7道しるべ
3.このときのために-神様が家系、会社を生かそうと私を呼ばれた。
※ 300%準備を確定しなさい。
	問題、葛藤、危機が来れば人が分別される。神殿建築すれば信仰の大きさが出てくる。神殿は霊的戦争する本部だ。
□序論_神様が願われることを発見してこそ答えとつながる。
1.旧約時代
1)出2:1-10エジプトにモーセを送るために確実な契約を植えたヨケベデ
2)I列18:1-15計算せずに神様が願われることを見て預言者100人を隠したオバデヤ
3)ダニ1:8-9心を定めた　4)ダニ3:8-24死の前で
△7･7･7を祈っていれば神様が願われることを見るようになる。
2.Jがしてはならない(ヨハ14:16) -あなたがたを保護して恵みを与え、教える助け主聖霊を送ると約束された。
3.Jの最後の講壇-聖書で見たことだ。みことばを詳しく確認しなさい。
1)7やぐらを持って完全福音-100% 　2) 7旅程を持って完全旅程-100%
3)完全道しるべ-100%
□本論_三つの神殿を作るべき
1.私の中にある神殿
1)ヨハ1:11-12光として来られたイエス キリストを受け入れれば聖霊が働く
2)Ⅱコリ5:17霊的DNAが変わる　
3)Iコリ3:16私の中に神様がおられるので私は神の宮
4)ガラ2:20皆さん中に、学業にキリストが　
5)ピリ3:1-21私たちは天に属する天国の国籍を持つ者(20節)
2.現場にある神殿
1)タラッパン-私がいる所にタラッパンの力が臨めば神殿になる。
2)チームの働き-会う人が内側を見せたら、福音を伝える
3)ミッションホーム-皆さんのゆえに皆さんの家で暗闇が崩れる。
4)専門教会-職場の中にいる人を静かに助けて生かすこと
5)地教会-周囲に難しい人が多いが生かすこと
3.世界の偶像を止める礼拝堂　1)文化戦争-暗闇文化を変える。
2)Mason戦争-フリーメイソンが神殿を作って人々を惑わす。私たちはホーリーメイソンだ
3)足跡-次世代が来ることができる足跡を残さなければならない。
□結論_最後の戦い(10節)
1.サタンとの戦い
1)悪魔の策略 
2)四つ(支配、力、暗闇の世界の支配者、天上にいるもろもろの悪霊)
3)すべての事を行った後に立つため
2.全身の武具(24疎通祈り)-救いのかぶと(確信)、義の胸当て(救いの感謝)、真理の帯、福音を伝えることができる靴、信仰の盾、みことばの剣（攻撃、保護)
△人に尋ねないで。24祈りの中にいれば神様が教えてくださる。
3.3庭(未来)、金土日(証拠)、黙想(祈りの力)を持って行かなければならない。
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